
普通教室 ［小学校］

準備スペースがなくて
大変だったから、
コミュニティルームが
できて良かったわ。

授業で広く使ったり、同じ学年で
すぐに集まることもできるのね！

オープンスペース

大型提示装置って
何かな？

大型提示装置

教材やみんなの意見を
拡大して共有したり、

書き込んだりできるんだよ。

廊下や棚の上に置いていた
荷物も全部ロッカーに入るわ！

収納スペース

授業にも使えるし、
お知らせやみんなの作品の

掲示もできるのね。

ホワイトボード

いろんな年代の人が集まって
学校支援ボランティアの
準備をしてくれているのね。

教育活動を支援

新しく学校をつくると、防災拠点の
作り方も工夫できるし、避難施設が
利用しやすくなって助かるわね。

避難施設として利用

これはすごい！
机を自在に動かすことが
できる広さがあるな。

教室の面積

コミュニティルーム 夜

防災備蓄倉庫

コミュニティルーム 昼 コミュニティスクールの
会議もここで開くことが

できるんだ。

活動の拠点

避難施設と防災備蓄倉庫
が近くにあると、荷物を
運びやすそうじゃな。

防災備蓄倉庫

新たな学校づくりでどう変わるのか、子どもたちの視点と地域の視点から、
未来の学校を探検してみよう！
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協働的学習と
コミュニケーションの重視

施設環境で最も大きく変わるのが、
子どもたちが最も多くの時間を過ごす
普通教室です。
普通教室は、学校に通学して学ぶ意
味を踏まえて、協働的な学習が展開
しやすくなるような環境に整備します。
具体的には、オープンスペースの整
備・面積の拡大や十分な収納スペー
スをつくることによって、教室の広さ
を確保します。そして、大型提示装置
（プロジェクタ型電子黒板）などの ICTの
活用を前提に、投影面・板書面として
活用することができるホワイトボード
を整備します。
また、地域協働の拠点、防災拠点
としての役割を充実させます。
これまで十分確保することができて
いなかった、コミュニティスクールや学
校支援ボランティア等の活動や準備
を行うためのコミュニティルームを整備
するとともに、避難施設の運営に必要
な施設機能を一体的、近接的な位置
に整備します。

新たな学校づくりで学校はどう変わる？

地域協働の拠点・防災拠点は
どう変わる？

※ 『町田市立学校 施設機能別整備方針』にまとめられた
機能拡充の内容をイラストにした整備イメージです。

子どもの教育環境は
どう変わる？

普通教室の面積 ［小学校］
 オープンスペースあり： 64㎡→110.5㎡（約1.7倍）

※オープンスペースなし： 64㎡→72㎡（約1.1倍）
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